
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和 元年 ５月 ２４日 

学校名  福井市明道中学校   

校長氏名   北川 裕之   

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

１ 郷土の環境，地球環境について学習します。 

 

 ２  水や電気などの資源を大切に使います。 

 

 ３ ごみを減らし，リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

１ 授業実践、生徒集会 

 ・日々の授業において、自然環境や地球環境について学習し、環境保全についての考えを

深める。 

 ・ＩＳＯ調査の内容を振り返り、集会で報告する。 

２ 節電の取り組み 

 ・理科係で太陽光パネルによる発電量を調べ、校内に掲示し、節電を呼びかける。 

 ・理科係を中心に、つけっぱなしの電気やクーラーを消していきます。 

３ ごみの分別、清掃活動 

・ごみの減量やリサイクルの仕方を美化委員中心に学び、発表する。また、各教室でプリ

ント類のリサイクルを実践する。校舎周辺の清掃活動を生徒会中心に行います。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

２の節電・節水の取り組みを通して、有限の環境要因や資源（物質やエネルギー）に支えら

れながら、生活していることを改めて実感させる。 



様式第２号                                                   （提出日）令和２年１月１６日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

福井市明道中学校 
  

１ 今年度の目標（学校の約束） 

１ 郷土の環境，地球環境について学習します。 

 ２  水や電気などの資源を大切に使います。 

 ３ ごみを減らし，リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

1 授業実践 

 ・１学年では、理科の授業で、プラスチックを廃棄する 

ときの問題として（写真１）、２学年では、社会の授業 

で、日本の各地方での環境保全へのとり組みとして、 

３学年では、理科や社会の授業で、地球の環境問題や 

それによって起こる弊害について、授業を通して地球 

環境について学習した。 

 

２ 節電・節水の取り組み 

 ・学校の太陽光パネルで発電している毎月の積算発電電 

力や積算二酸化炭素削減量を調べた。（写真２） 

  ・理科係や学級委員長を中心に、教室の電気や廊下、暖 

房等の利用を最小限にとどめ、暖房の温度をなるべく低 

く保つなど節電を心がけた。また、水道の水の使用量を 

極力減らすように呼びかけた。 

 

３ ごみの分別、リサイクル活動 

  ・ごみの減量や分別、リサイクルの仕方を美化委員会 

が学校祭の出し物として紹介した。（写真３）また、 

各教室でリサイクルボックスを設置し、プリント類 

のリサイクルを実践した。（写真４）理科係では、ベ 

ルマーク、古切手、プリンターのカートリッジを毎 

月集め、ＰＴＡの方と協力して活動を行った。（写真５） 

 

 

 

 

 

（写真１ 授業の様子） 

（写真２ 太陽光パネルの表示） 

 

（写真３ ごみ回収の様子） 

 

（写真４ 古紙のリサイクル） 

 

（写真５  ベルマーク回収箱） 



 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。 

２の節電・節水の取り組みでは、有限の環境要因や資源（物質やエネルギー）に支えられ

ながら、生活していることを実感しながら活動に取り組むことができた。 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

① 授業や日々の取り組みによって環境について一人一人が意識するようになり、ご

みの分別や紙のリサイクルなど、進んで行う生徒が増えた。 

② 毎月のＩＳＯの意識調査を行い,その結果を掲示することで特に一人一人の節

電・節水の意識が高まった。 

【改善点】 

・毎月集めているベルマークやインクカートリッジがどのようなものとして還元され

ているかを次年度は掲載していきたい。 

・次年度は、各クラスでＩＳＯについて考え、それぞれで目標を決めて活動するよう

にしていきたい。その中でＩＳＯやＥＳＤの考えをもっと浸透させていける方法を考

え、実践していきたい。 


